
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































KmLDG@H（L^cYG^kZg 社 ），A^cjm 系 の
GIA^cjmなどがある）。IGDCはすでに，家
電，モバイル端末など，多くのコンピュータ・
チップに組み込まれており，これからのユビキ
タス・ネットワークの基礎技術として世界に広
がっている）。
　IGDCの研究・開発（トロンプロジェクト）
は，①組み込みシステム用リアルタイム DH仕
様の「>IGDC」（>cYjhig^VaIGDC），② ?VkVと
>IGDCのハイブリッド DH仕様の「?IGDC」
（?VkVIZX]cdad\nIGDC），③パソコンやワー
クステーション用の DH 仕様の「7IGDC」
（7jh^cZhhIGDC），④通信制御や情報処理用に
特化した「8IGDC」（8ZcigVaVcY8dbbjc^XVi^dc
IGDC），⑤「どこでもコンピュータ」のセキ
ュリティ基盤のためのアーキテクチャ
「ZIGDC」（Zci^inVcYZXdcdbnIGDC），⑥電
子機器のヒューマンインタフェースの標準ガイ
ドラインを決めた「トロンヒューマンインタフ
ェース」などの分野で進められている）。
IGDCは日本生まれの DHであり，日本の技術
が大きな一翼をになうモバイル（L89B6）
や情報家電の普及につれて，今後ユビキタス・
ネットワークの基盤を構築する上で，世界の技
術発展に大きな貢献を果たすと期待される。
（㧟）セキュリティ技術
　ネットワークの発展につれて，セキュリティ
技術の高度化がいっそう重要になる。コンピュ
ータ・ネットワークの不正侵入・破壊・ウィル
スへの対策や暗号技術の強化とともに，個人認
証の精度向上，ネットワーク上の決済・課金シ
ステムのリアルタイム性は，ユーザの社会・経
済・生活での利便性・安全性を確保する上で，
重要なプラットフォームになる。
　セキュリティ技術の発展の方向としては，バ
イオメトリクス認証，>8カード・チップ認証
の発達，ユーザの状況に合わせてネットワーク
が自動的にセキュリティレベルを設定する自己
最適型セキュリティシステム，あらゆるものに
自動的に >9を割り付けるオート >9技術など
の実現が期待される）。
㧜．ユビキタス・ネットワークによる情報社
会の展開
　次に，ユビキタス・ネットワーク社会に向か
う歩みは，経済，企業，社会生活にどのような
変化をもたらし，個人の自立化の流れにどのよ
うな影響を与えるか，を見よう。
（㧛）電子商取引
　電子商取引は，ユビキタス・ネットワークの
特徴である，モバイル技術，>Ek，個人認証の
強化，マルチメディアの利用により，格段に発
展すると考えられる。
　①第㧝世代携帯電話などモバイル機器の普及
により，商品・サービスの購入・決済が「いつ
でも，どこでも」容易になり，電子商取引 7id
8は着実に拡大する。これは，個人の好み・感
覚に見合った多様な商品・サービスを企画・販
売する DcZiddcZマーケティングの重要性を
高め，顧客第一主義・個人本位の姿勢を強める
結果，個人の個性の発揮・発信を助けることに
なる。
　② G;>9（>8チップ）の実用化，>Ekの普及
につれて，「だれでも，なんでも」というユビ
キタス・ネットワークの特徴が十分に開花する
と予想される。例えば，G;>9を無数の機器や
ウェアラブル装置に装着・挿入し，また >Ek
を個人一人一人の機器に割り当てることによっ
て，個人の情報収集や個人間・機器間の直接の
コミュニケーションが可能になり，個人の自立
した判断・行動が容易になる。個人認証の精度
の高まりも，インターネット上の個人の商取引
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を安全にし，促進する。
　③ブロードバンド上のマルチメディア－映
像，音声情報などの高速な流通も，電子商取引
での商品・サービスのお知らせ・EGのデザイ
ンとコンテンツを多彩にする。これは，個人の
感性・感覚の重要性を高め，個人の個性，表現
力や想像力を豊かし，創造性を養うことにつな
がる。
（㧜）企業情報通信システム
　ユビキタス環境の訪れで，企業の情報通信シ
ステムに，大きな変化が生まれている）。
　①携帯電話を H;6（営業支援システム）に
活用し，顧客情報を携帯電話から本社に送って
データベースを作成し，その情報を社外でも活
用することは広く行われているが，さらにモバ
イル機器の発達は，第世代 ;DB6によって現
場の映像・音声をリアルタイムに伝送したり，
自動車の位置情報を <EH（全地球測位システ
ム）によって送信し，配車を効率化したりする
など，「いつでも，どこでも」営業・保守・物
流に役立っている。また，携帯情報端末を用い
て店頭の EDH情報を送って売れた商品の自動
補充（H8B）を行い，情報共有や業務連絡（グ
ループウェア）にも生かすなど，企業の基幹的
な業務の効率化・高速化とともに，末端・現場
の情報発信の重要性が高まっている。
　② >E電話も，低廉な料金の利点によって，
企業から実用化されるようになった。J;?銀行
の >E電話万台全面導入も注目される）。今後，
企業向けの >Eセントレックス（企業の E7M
（構内電話交換機）の機能を >Eネットワーク上
に設置した通信業者のサーバで代替するレンタ
ルサービス）や個人家庭への普及が急速に進む
とともに，音声通信（Kd>E）とデータ通信と
の融合も始まると予想される。
　③テレビ会議システムを企業において利用す
る例はすでに多く見られるが，;DB6のテレ
ビ会議システム（6HEプロバイダー提供）に
よって，本社，支店や工事現場で安全朝礼の映
像を共有する事例も生まれている。今後，マル
チメディアを用いる社内コミュニケーション
が，現場と本部の通信の双方向性を重視する手
段として普及すると考えられる。
（㧝）社会生活
　ユビキタス・ネットワークは，生活支援の面
で大きな役割を果たすと期待される）。
　①健康・安心面では，健康維持管理サービ
ス，介護支援サービス，防犯防災サービスなど
が提供される。例えば，高齢者を在宅のままで
健康状況を診断し遠隔地からアドバイスする，
要介護者の身体状況を測定し遠隔地から見守り
必要なケアを手配する，などは健康や介護の不
安の解消に大きく役立つと考えられる。市民一
人一人を大切にする気風が育てられる。
　②教育面では，Zラーニング・遠隔学習とマ
ルチメディア情報の利用によって，「いつでも，
どこでも，だれでも」学習できる環境が整備さ
れる。Zラーニングは，時間・空間の制約を越
える学習機会，学習者と講師の双方向性，学習
の進度に応じたプログラムの選択などにより，
個人のニーズに応じた個性的な学習の効果を高
める。特に，新しい手段を用いて，バリアフリ
ーなアクセスと学習を保障すること，社会人の
職業専門能力のリフレッシュ・再教育を拡充す
ることも，今後強く望まれる方向である。
　③環境面では，G;>9（>8タグ）を食品パッ
ケージに添付し，食品の生産，流通，販売，さ
らに廃棄状況までの履歴を記録し，表示し，監
視するなどの活動によって，多くの食品情報を
提供し，人々が安全性の高い食品を選択できる
ような支援が可能になる。また，自動車の走行
を G;>9とセンサーで監視，制御することによ
り，混雑の緩和，排気ガスの減少，事故の防止
など，生活環境の改善を進めることもできる。
距離の壁を越えて「なんでも」制御し，環境改
善に役立てる技術的可能性と，市民間の協力の
意識が生まれている。
（㧞）地域・コミュニティ
　地域・コミュニティのネットワークは，ブロ
ードバンド，モバイルやバリアフリーの技術開
発によってアクセシビリティ（高齢者，障害者
などにとってウェブページやネットワークの利
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用しやすさ）とユーザビリティ（使いやすさ）
を高め，CEDやボランティアの参加も広がっ
て，「いつでも，どこでも，だれでも」人々の
交流を容易にする。ネットワーク上では，子育
て，介護，医療相談，趣味などをめぐる無数の
コミュニティ・サークル・掲示板が生まれ，生
活情報を教えあい，触れあい，助け合い，環境
改善に向けて協力し合う，協働の関係ができは
じめている。
　このような「いつでも，どこでも，だれで
も，なんでも」＝ユビキタス・ネットワーク基
盤による情報社会の展開は，情報社会で発達す
る人間の，①情報探索・情報受信能力，②学習
能力，③情報発信能力・自己表現能力，④コミ
ュニケーション能力のそれぞれを，さらに発展
させ，個人の自立の傾向を促進するであろう。
また，ネットワーク上のコミュニケーションの
容易性・緊密性に支えられて，自立・分散する
個人が相互に協働する気風とシステムが育ち，
いっそう拡大しはじめようとしている。
むすび─個人の自立と協働への道
㧛．ユ ビキタス・ネットワーク社会の基本的
な傾向
　①個人の自立への基盤
　このように，「情報革命」は，産業革命にも
比して，経済，社会，生活の全面にわたり，大
きな変化を呼び起こしつつある。それはユビキ
タス・ネットワーク社会に向かう現在，市場
（消費）において，企業経営において，社会生
活の全般において，個人の情報能力を格段に高
め，個人化・分散化の傾向を強めた。ここに，
「個人の自立」基盤の発達を見ることができる。
　②協働・コミュニティへの条件
　ネットワークの発達とユビキタス化の上で，
個人と地域を取り巻く課題の深刻化は，「個人
の協働」への志向を生み出さざるを得ない。高
齢化と生活・健康の不安，障害者問題，廃棄物
問題，環境汚染への全地球的対応，資源エネル
ギー浪費などの課題は，逆に人々をその解決に
向けておしやり，コミュニティで協働するとい
う気風を生みだしつつある。また，ユビキタ
ス・ネットワークは，需要に応じた生産・在庫
の最適化，エネルギーの効率的使用を通じ，環
境負荷の軽減にプラスに働くことも注目され
る。
　このように，「分散化した個人がネットワー
クで自発的に結びつく」ことにより，「自立し
た個人間のネットワーク的協働」の基礎，可能
性が生み出される。この考え方は，坂村教授の
いう「分散と協調型のシステム」に重なる考え
方である。
㧜．反対の傾向
　もちろん，反対に作用する傾向もきわめて強
く，個人の自立と協働への傾向が，単線的に実
現することもありえない。
　①まず，企業における集権化の傾向がある。
現状は，トップ経営者層が集権的な権力を所有
し，社員の解雇等，不利益な結果を押し付けて
いる。しかし，現場社員の情報能力の増大につ
れて，将来，社員の潜在的な運営能力も増大
し，社員共同の委託によって，集中的管理機能
がトップに委任される（例，協同組合企業）傾
向が生まれる可能性も考えられる。
　②社会に生じる情報能力の格差も大きな問題
である。情報格差を生み出すのは，主に所得格
差，教育格差であり，さらに先進国・途上国の
間には，深い地域格差，不均等が横たわってい
る。グローバルな範囲で，社会・経済・教育政
策・援助などによって格差を解消する行動を強
める必要がある。個人がボランティアで取り組
む萌芽も芽生えている。
　③情報ネットワークの基盤を脅かすセキュリ
ティの不安は，ますます高まっている。不正・
破壊の攻撃に対して，セキュリティ確保の技術
開発を強めるとともに，ネットワークが人間生
活の不可欠の基礎であることの理解を広げ，思
想とコミュニティの力で防ぐ体制を作りたいも
のである。
　④国家の集権的管理による個人情報の悪用の
ユビキタス・ネットワーク社会-個人の自立と協働への道-
Page:13無断転載禁止　
阪南論集　社会科学編 Kda#Cd#
危険性も残っている。これに対して，個人情報
を十分に保護する法･制度の実施とともに，市
民の監視，自発的なコミュニティ・ネットワー
クによる民主主義的参加を広げることが重要で
あり，その動きも高まっている。
　⑤情報技術の軍事的利用についても強い警戒
が必要である。これに対しては，市民レベル
や，地球的な広がりを持つネットワークの監
視，抵抗を通じて，先端技術の非軍事化の世論
を喚起することが不可欠である。
　もちろん，これらを反対の要因として捉える
のは不十分である。情報社会の構造分析が必要
であるが，本稿では，さしあたり問題を指摘す
るだけにとどめる。
注
㧛）本稿は，野澤正徳「情報社会の発展と個人の自立」
（『唯物論と現代』Cd#，年㧟月）を，年
月現在，ユビキタス・ネットワーク社会への入
り口に対応して，大幅に加筆・修正し，改題した
ものである。
㧜）B#LZ^hZg!I]Z8dbejiZg [dg i]Zhi8Zcijgn!
HX^Zci^ÃX6bZg^XVc!HZeiZbWZg#JGA：]iie/$$
lll#jW^f#Xdb$lZ^hZg$。
　　また，情報社会の特徴を予見した次の先覚者がい
る。
　　6ak^cId[ÄZg!I]ZI]^gYLVkZ!（徳山二郎監修
『第三の波』日本放送出版協会）。E#;#9gjX`Zg!
BVcV\^c\^ci]ZCZmiHdX^Zin!（上田惇生訳『ネ
クスト・ソサエティ』ダイヤモンド社）。他に著書
多数。
　　インターネットの歴史的分析も始まっている。喜
多千草『インターネットの思想史』青土社，
年月。喜多氏はそこで，?#8#G#A^X`a^YZg，LZhaZn
6#8aVg`，そして，6aVc8#@Vnらによる「人間とコ
ンピュータの共生」システムの開発思想を跡付け，
インターネット黎明期のパイオニア群像を描き出
している。
㧝）坂村健『ユビキタス・コンピュータ革命─次世代
社会の世界標準』角川書店，年。『世紀日本
の情報戦略』岩波書店，年。『情報文明の日本
モデル－ IGDCが拓く次世代 >I戦略』E=E新書，
年。他に著書・論文多数。
　　]iie/$$lll#^^^#jid`nd#VX#_e$$hV`VbjgV#]iba　お
よび　]iie/$$igdc#jb#jid`nd#VX#_e$。
㧞）野村総合研究所（CG>）は，ユビキタスについて共
同研究を行い，㧝回にわたり研究報告書を公表し
ている。『ユビキタス・ネットワーク』野村総合研究
所，年月。「ユビキタス・ネットワークと市
場創造」年㧛月。「ユビキタス・ネットワーク
と新社会システム」年㧡月。]iie/$$lll#cg^#Xd#_e$。
また，次の講演も，ユビキタスへの見通しを提起
した。村上輝康（野村総研理事長）「ユビキタスネ
ットワーク社会への展望と課題」，電子商取引推進
協議会等「情報セキュリティシンポジウム」
基調講演，年㧢月日。
㧟）総務省『ユビキタスネットワーク技術の将来展望
に関わる調査研究会報告書─何でもどこでもネッ
トワークの実現に向けて』，年㧠月，E9;版
（報告書は後日，ユビキタスネットワーキングフォ
ーラム編『ユビキタスネットワーク戦略─ユビキ
タス CL技術の将来展望』クリエイト・クルーズ，
年月，として出版。）では，ユビキタスの定
義を『次世代情報通信のキーワードとしてのユビ
キタスネットワークは『遍在する情報通信ネット
ワーク』すなわち，誰もが地球上のあらゆる場所
から，いつでも，通信速度等の制約なく利用でき，
あらゆる情報やコンテンツを流通させることので
きる万能の情報通信ネットワークという意味にな
り，将来の情報通信が目指すひとつの理想像を示
したもの』としている。
　　]iie/$$lll#hdjbj#\d#_e$_d]dTihjh^c$eda^XngZedgih
$X]djhV$njW^`^iVhj$eY[$T#eY[。
　　ユビキタスネットワーキングフォーラムは，]iie/$
$lll#jW^fj^idjh[dgjb#_e$。
㧠）>Iとは，コンピュータを核にしたハードウェア，
ソフトウェア，システム，通信などの技術を指す。
日経パソコン『新語辞典』年版，年。
㧡）太田信一郎「>I時代に求められる新たな社会･経済
制度のあり方─ >I革命のインパクトと官民の役割
─」電子商取引シンポジウム，基調講演，平成
年月日。
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　　]iie/$$lll#ZXdb#dg#_e$ZXZkZci$hnbedh^jb$`^
ind`dZc#eY[。
㧢）電子商取引（:8：:aZXigdc^X8dbbZgXZ）とは，
「インターネット（I8E$>Eプロトコル）（及び広義
には，専用線や商用 K6Cなど）を利用して，電子
ネットワーク上で電子媒体を介して商取引の一部
又は全部を行うこと」。経済産業省及び電子商取引
推進協議会（:8DB）の定義による。
　　電子商取引の市場規模の現状と将来予測について，
経済産業省などにより，これまでに㧟回の調査・
推計が行われている。これらは日本の電子商取引
の基本資料である。
　　　①通商産業省・アンダーセンコンサルティング
「日米電子商取引の市場規模調査」年㧝月。
　　　②電子商取引推進協議会（:8DB）・アンダーセ
ンコンサルティング「日本の消費者向け電子
商取引調査」年㧝月
　　　③経済産業省・電子商取引推進協議会（:8DB）・
アクセンチュア「平成年度電子商取引に関
する市場規模実態調査」年㧛月。
　　　④経済産業省・電子商取引推進協議会・CIIデ
ータ経営研究所「平成年度電子商取引に関
する市場規模実態調査」年㧜月。
　　　⑤経済産業省・電子商取引推進協議会・野村総
合研究所「平成年度電子商取引等に関する
市場規模実態調査」年㧟月。
㧣）三石玲子「売れるサイトと売れないサイトはどこ
が違うのか」第㧠回 :8DBセミナー講演，年
月日。（年㧡月㧞日，急逝。）
）9Zaa!B^X]VZa“9^gZXi [gdb9:AA”（國領二郎監訳
『デルの革命』日本経済新聞社，年）。
）沢登秀明『Z8GBマーケティング』日本能率協会
マネジメントセンタ，年。
）村山徹・三谷宏治氏らは，最近，顧客ニーズが細
分化というより，摸化（あいまい化）している，
と指摘する。そして，その状況のなかで，顧客を
「個客」としてとらえ，個客の立場に立った活動，
個客中心主義を行うことが重要だ，と主張する。
アンダーセンコンサルティング：村山徹・三谷宏
治『8GB－顧客はそこにいる』東洋経済新報社，
年。
）クリフ・アレン，デボラ･カニア，ベス・イェッケ
ル（篠原稔和・三好かおる訳）『インターネット時
代のワン・トゥ・ワンLZWマーケティング』日経
7E社，年。
）沢登秀明氏，村山徹・三谷宏治氏ら，前掲書。
）太田秀一「世紀における企業間 :8の展望」:9>
推進協議会，第㧝回普及研修会，年㧜月㧜日。
）小池聡・石黒不二代（米ネットイヤー・グループ）
「6bVodc#Xdbや NV]ddだけじゃない，米国の最
新方法論に学ぶ」CZi8db;dgjb（日経 7E
社），年㧜月㧝日。
）:GE研究推進フォーラム「:GE導入マネジメント」
（株）アイネス，年㧟月。
）福島美明『サプライチェーン経営革命』日本経済
新聞社，年。
）藤沢太郎『>Iがわかる最新のキーワード』オー
エス出版社，年。
）飯塚和幸「7id7:8の動向と展望」第回 :8DB
セミナー，年月日は，米国の ZBEの特
徴と事例を分析している。
　　福永康人「77:8の動向とその分析」:8DB
;dgjb─平成年度 :8DB成果発表会，
年㧝月日。
）「個の時代」に対応する組織の変革について，注目
すべき研究・提言がある。
　　太田肇『選別主義を超えて－「個の時代」への組
織革命』中公新書，年。『個人尊重の組織論－
企業と人の新しい関係』中公新書，年。
）藤沢市市民電子会議室　]iie/$$lll#X^in#[j_^hVlV#`
VcV\VlV#_e$:YZch]^$
　　横須賀市電子フォーラム　]iie/$$lll#X^in#nd`dhj
`V#`VcV\VlV#_e$[dgjb$
）金子郁容「市民がスタンダードをつくれるか？」，
鈴木寛「市民は政策形成に参加できるか？」，林紘
一郎・牧野二郎･村井純監修『>I－何が問題か』
岩波書店，年㧣月，所収。
）熊澤夏子・滝瀬香織・遠藤諭子「インターネット
が変えうる市民運動」林紘一郎・牧野二郎・村井
純，前掲書，所収。栗原幸夫・小倉利丸『市民運
動のためのインターネット』社会評論社，年。
）岡部一明『インターネット市民革命』御茶ノ水書
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阪南論集　社会科学編 Kda#Cd#
房，年。
　　清原慶子「市民は民主主義にインターネットを生
かせるか？」林紘一郎・牧野二郎・村井純，前掲
書，所収。
）月尾嘉男「自立の手段としての情報技術」『ガバナ
ンス』ぎょうせい，年。
）鈴木寛「>I革命と経営革新」第㧢回 :8DBセミナ
ー，年㧛月日における発言。
）前掲，総務省『ユビキタスネットワーク技術の将
来展望に関わる調査研究会報告書』。
）総務省『情報通信白書平成年版』，年㧡月。
）前掲，総務省『ユビキタスネットワーク技術の将
来展望に関わる調査研究会報告書』。
）同上。また，将来のモバイル利用の具体的イメー
ジと事例について，次の研究が生き生きと描き出
している。
　　新美英樹編著『ここまで来ているマルチメディア
─ドコモが実現するユビキタス・ネットワーキン
グ』日経 7E企画，年。
　　野村総合研究所『ユビキタス・ネットワークと新
社会システム』年。
）日経コミュニケーション『通信ネットワーク事典
～年版』日経 7E社，年㧝月。また >>?の
サイトの解説も有用である。
　　]iie/$$lll#^^_#VY#_e$>Ek$。
）前掲，坂村健『ユビキタス・コンピュータ革命─
次世代社会の世界標準』。
）マイクロソフト社までが，これからの情報家電の
普及に対応するため，IGDCの使用について，
IGDC開発の共同組織「I－エンジン・フォーラ
ム」（坂村健会長）に提携を申し入れた。『朝日新
聞』年㧣月日。
）IGDCEGD?:8I]iie/$$lll#igdc#dg\$，および，
前掲『通信ネットワーク事典～年版』。
）前掲，総務省『ユビキタスネットワーク技術の将
来展望に関わる調査研究会報告書』。
　　また，セキュリティの重要性に関する包括的な指
摘として次の報告がある。重松孝明「進展するネ
ット社会における“安全と信頼”の確保について
の課題と :8DBの取組み」電子商取引推進協議会
「:8DBフォーラム^c関西」，年㧢月日。
）小林暢子「高度化する携帯電話の業務利用─営業・
保守・物流など現場を根本から変える」『日経アド
バンテージ』日経 7E社，年月。
）『日経コミュニケーション』日経 7E社，年㧣
月日。
）前掲，野村総合研究所『ユビキタス・ネットワー
クと新社会システム』。
〔付　記〕
　本稿は，年度科学研究費補助金基盤研究Ｃ「イ
ンターネットによるｅマーケットプレイスと新ビジネ
スモデルの多角的研究」の成果報告の一部である。

 （年月日受付）
 （年㧛月日掲載決定）
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